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望

月

日
疋乙

市
出

我
が
、
海
外
布
教
の
先
駆
者
た
る
、
日
持
上
人
が
、

一
天
四
海
皆
蹄
妙
法
て
ふ
、
理
組
の
開
想
貫
徹
を
期
し
、
不
惜

身
命
の
目
覚
悟
を
持
つ

τ、
言
語
も
遁
守
ゴ
る
夷
地
を
指
し
て
、
永
仁
三
年
正
月
元
日
一
（
四
十
六
才
）
孤
影
漂
然
ご
し
て
、

故
郷
駿
州
庵
原
郡
松
野
邑
を
礎
足
し
、
北
海
の
荒
海
を
超
へ
、
北
海
道
よ
り
、
樺
太
hv』経

τ、
満
州
の
地
に
渡
り
給
ふ

て
よ
り
、
既
に
六
百
四
十
鈴
年
の
星
霜
を
重
ね
、
現
在
北
海
道
の
地
に
は
烹
る
所
其
の
霊
跡
を
存
す
る
も
、
我
が
樺
太

に
は
遺
跡
と
し
て
侍
ふ
る
所
、
携
に
西
海
岸
仁
一
ヶ
所
を
止
む
る
の
み
、
そ
れ
も
人
口
に
喧
惇
せ
ら
る
、
に
至
り
し
は

極
め
て
最
近
の
事
で
あ
る
。
幸
に
し
て
、
今
夏
八
月
下
旬
、
樺
太
日
蓮
宗
布
教
師
大
曾
に
列
し
、
同
志
十
徐
名
三
共
に
、

此
所
に
参
拝
す
る
事
を
得
し
は
貰
に
宏
一
・
ご
思
ふ
者
で
あ
る
。

ほ

λ
と

樺
太
東
西
爾
沿
岸
を
縦
貫
せ
る
二
大
畿
道
中
、
東
豊
服
、
西
真
岡
の
問
に
横
断
線
あ
り
。
西
海
岸
線
は
本
斗
を
起
賠

Y

と
し
て
、
目
下
終
貼
野
田
迄
開
通
し
、
真
岡
よ
り
八
ヅ

H
の
瞬
、
本
斗
よ
h
一
ニ
ツ
目
が
町
本
に
し

τ、
持
維
の
霊
跡
は



此
慮
に
在
－
L

リ
、
真
岡
よ
り
一
時
間
半
に
し

τ遣
す
る
事
が
出
来
る
。
樺
太
の
沿
岸
は
出
入
少
く
、
従
っ
て
良
港
に
之
し

ぃ
。
阿
幸
・
の
透
、
海
正
山
と
接
近
し
、
権
に
谷
川
の
傍
に
寒
村
ゐ
L

リ
て
、
漁
業
に
従
事
し
て
ゐ
る
。
牒
を
中
に
し

τ、

部
落
へ
四
丁
、
御
霊
跡
へ
二
丁
飴
あ
る
。

恵
ま
れ
し
天
気
を
喜
び
つ
L
、
御
遺
跡
を
訪
へ
ば
道
路
よ
り
敷
丈
、
山
手
寄
b
の
・
同
所
仁
、
木
も
て
作
ら
れ
た
階
段

あ
り
。
傍
仁
二
問
仁
二
間
宇
の
一
堂
あ
り
、
階
段
を
上
れ
ば
、
正
面
仁
木
柵
を
悶
ら
し
、
中
央
に
題
目
の
賓
塔
と
、
二

個
の
大
石
起
立
す
る
も
の
‘
是
れ
日
持
上
人
の
小
舟
に
棉
指
し
て
、
何
れ
・
を
日
常
て
と
も
無
〈
、
今
の
北
海
道
の
地
よ

b
、
荒
海
を
渡
ム
リ
て
漂
着
せ
ら
れ
た
地
で
あ
る
。

一
同
讃
艦
、
祈
念
暫
〈
し
て
、
眼
下
を
見
れ
ば
、
北
海
の
白
波
磯
を

洗
ぴ
、
数
百
年
務
ム
リ
無
く
、
寄
せ
て
は
返
し
、
返
し
て
は
復
寄
す
る
様
、
日
持
上
人
が
此
の
浪
に
揺
ら
れ
て
此
地
に
着

か
れ
し
事
か
と
思
へ
ば
心
無

3
渡
に
も
事
間
以
度
き
親
し
み
を
畳
へ
る
口
夏
に
漂
着
せ
ら
れ
し
上
人
の
苦
辛
や
如
何
仁
、

現
在
文
明
の
世
に
布
教
す
る
事
き
へ
術
且
つ
難
事
な
る
よ
b
推
し
て
、
六
百
飴
年
前
の
事
が
偲
ば
れ
、
知
ら
ず
目
頭
の

熟
す
る
を
畳
へ
去
b
難
《
あ
る
事
数
刻
、
辞
し
て
阿
幸
の
部
落
を
訪
問
す
る
。

部
落
は
戸
数
約
五
十
ば
か
り
、
而
も
宗
門
の
人
無
〈
、
異
宗
の
人
に
非
ず
ん
ば
融
宗
の
人
で
ゐ
る
が
、
皆
熱
心
な
る

日
持
上
人
の
鍛
仰
者
で
あ
る
と
聞
〈
も
な

q
か
し
い
。
三
浦
某
氏
の
宅
を
問
ふ
、
同
氏
は
、
霊
跡
保
存
に
丹
誠
せ
ら
れ

し
人
で
あ
る
。
来
意
を
告
ぐ
れ
ば
、
五
十
才
位
見
る
か
ら
に
質
朴
な
主
人
は
、

一
行
を
迎
へ
て
快
〈
、
事
泊
る
が
憧
に
、

日
持
上
人
の
遺
跡
を
訪
ね
て

一一一ー一
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一
四

今
日
迄
の
十
六
心
談
や
、
奇
践
を
物
語
っ
て
く
れ
た
。

由
来
樺
太
は
岸
石
に
乏
し
く
、
現
今
秋
の
漬
物
石
な
ど
も
遠
く
北
海
道
よ
り
轍
入
し
、

一
貰
目
何
蒋
と
買
ふ
有
様
、

内
地
の
如
き
宝
る
所
、
遺
跡
霊
跡
等
に

E
大
な
る
碑
あ
b
て
往
時
を
惇
ふ
る
も
、
此
地
其
便
無
く
、
加
之
往
昔
末
謝
野

蕃
の
時
品
川
な
れ
ば
筆
紙
の
残
す
ぺ
き
便
り
も
な
く
、
日
持
上
人
来
島
時
の
如

3
、
如
何
に
し
て
其
の
足
跡
を
後
世
仁
遺

さ

A
か
に
苦
し
ま
れ
し
か
想
像
仁
難
く
無
い
。
現
在
遺
跡
に
存
す
る
石
の
如
込
」
＼
此
の
附
近
に
見
る
を
得
F
る
大
石
な

る
も
、
其
質
弱
〈
矯
に
上
段
よ
り
砕
げ
て
、
二
個
並
立
す
る
の
現
肢
を
呈
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
、
石
面
を
調
ぶ
る
も
、

文
字
の
見
む
べ
き
無
く
、
然
も
是
を
持
隼
の
遺
跡

t
惇
ふ
る
に
至
b
し
に
は
、

一
つ
の
奇
談
が
あ
る
o
之
を
三
浦
氏
の

言
に
聞
〈
、
部
落
民
は
大
体
北
海
道
よ
b
移
住
せ
る
者
で
、
此
の
石
に
就
て
は
先
住
者
よ
b
の
口
惇
へ
と
し
て
博
へ
ら

れ
し
所
ゐ
b
し
も
、
大
正
十
年
前
後
の
頃
、
部
落
民
全
体
に
夢
北
口
あ
り
、
而
も
一
夜
な
ら
ず
三
晩
も
、
「
我
は
本
化
沙
門

蓮
華
阿
閤
梨
日
持
な
り
。
」
と
告
げ
、
海
水
に
潜
し
て
は
譲
絡
し
、
経
石
の
所
へ
至
り
、
或
は
夜
中
、
高
雄
に
法
華
経
を

護
請
す
る
事
数
夜
に
及
び
、
村
氏
聾
を
尋
ね
て
至
る
も
姿
無
く
、

一
同
不
思
議
に
思
ひ
居
た
る
所
へ
、
同
共
同
法
華
寺
某

師
来
h
，
、
之
を
聞
き
て
、
日
持
上
人
の
徳
を
讃
し
、
法
要
を
替
む
、
村
民
亦
深
〈
戚
十
る
所
あ
り
、

一
同
礎
企
し
て
、

千
数
百
金
を
投
じ
、
大
正
十
五
年
現
在
の
堂
宇
を
建
立
せ
る
も
の
な
b
と
い
ふ
o
其
の
碑
の
近
在
得
難
き
石
な
る
故
持

ち
行
き
て
道
標
に
せ
ん
ず
な
ん
ど
の
企
て
あ
b
、
数
人
し
て
動
か
さ
ん
と
す
る
も
能
は
ず
な
ん
ど
ご
も
い
ぶ
。
石

ω川



問
、
最
近
雑
草
生
ひ
ず
、
七
葉
の
笹
生
以
茂
b
、
遠
近
の
者
奇
と
な
し
、
持
ち
踊
っ
て
、
薬
と
な
す
に
不
思
議
に
卓
殺

あ
b
ご
も
い
ふ
o
u疋
は
三
浦
氏
の
物
語
b
で
あ
る
が
、
此
の
地
が
上
人
の
霊
跡
な
る
事
以
‘
稀
ん
ア
な
方
面
か
ら
考
へ
て

確
質
ら
し
い
。

昨
今
樺
太
臨
に
於
レ
て
も
、
六
百
余
年
前
、
上
人
の
来
嶋
せ
し
事
は
、
樺
太
開
礎
上
、
非
常
に
意
義
深
き
事
な
b
正

し
、
此
の
地
に
紀
念
碑
建
設
の
企
て
ゐ
る
や
に
聞
い
て
ゐ
る
。
我
等
も
全
嶋
布
教
師
大
曾
に
於
い
て
、
約
二
万
国
の
珠

算
を
持
っ
て
、
上
人
の
銅
像
建
設
を
費
企
し
、
己
に
大
半
の
資
金
を
得
、
昭
和
六
年
の
御
遠
忌
迄
に
完
成
す
ぺ
〈
目
下

努
力
中
で
あ
る
。

日
持
上
人
に
依
っ
て
、
先
つ
題
目
の
聾
を
印
し
た
我
が
樺
太
は
、
目
下
五
箇
所
の
寺
院
三
、
十
三
筒
所
の
布
教
所
を

有
し
、
更
に
将
来
の
開
想
に
向
っ
て
、
法
陣
を
張
っ
て
ゐ
る
。
膿
て
は
樺
太
全
嶋
に
桧
鼓
の
一
耳
目
の
響
き
渡
る
事
で
あ
ら

－
F

可
ノ
。

更
に
各
地
敢
曾
の
扶
勢
等
は
・
次
回
に
報
ず
る
事
と
な
し
、
遠
〈
懐
し
の
身
延
の
有
様
を
胸
に
描
き
っ
、
捌
筆
す
る
。

（
昭
和
四
年
十
月
十
八
日
）

日
持
上
人
の
遺
跡
を
訪
ね
て

一
一
五


